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【『
斃
休
録
』
釈
文
】 

 
 

※
適
宜
読
点
・
中
点
を
付
し
、
旧
字
は
新
字
に
直
し
た
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夫
我
神
州
忠
孝
信
義
の
国
、
往
昔
よ
り
他
邦
江

是
を 

譲
ら
す
、
蓋
方
今
の
形
勢
上 

天
子
よ
り
我
君
上
并

大
小
の
諸
侯
、
旗
下
八
万
、
下
庶 

人
ニ

至
ル
迄
、
何
か
故
に
欺
偽
を
尽
す
、
地
球
未
た
其
例
を 

不
聞
、
暴
徒 

幼
帝
を
擁
我
主
を
朝
敵
と
唱
、
我
主
無
罪
ニ

し
て 

恭
順
謝
罪
を
哀
訴
す
、
加
る
ニ

主
家
の
賊
吏
是
を 
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補
助
し
て
自
縛
す
る
か
如
く
誠
ニ

抱
腹
に
絶
た
り
、
大
家
の 

暗
断
ハ
一
ニ

朝
命
難
黙
止
を
云
、
二
ニ

自
家
の
安
危
を
量
、 

三
ニ

我
賊
吏
、
旗
下
八
万
の
薄
情
・
柔
弱
を
憎
面
を 

斜
ニ

し
て
東
向
す
、
小
家
ハ
勢
ひ
ニ

圧
せ
ら
れ
て
是
非
を 

論
せ
す
、
其
後
へ
ニ

随
て
己
か
主
家
ニ

砲
玉
を
向
、
尾
越
ヲ 

始
と
し
て 

 

神
祖
の
血
流
堂
々
た
る
も
又
斯
の
如
し
、 

嗚
呼
人
生
幾
多
そ
、 

神
祖
無
尽
の
業
も
此
度 

 

有
り
、
事
の
実
を
知
り
な
か
ら
、
官
軍
と
称
す
る
百
万
の
生 

霊
、
来
日
死
し
て
己
か
祖
宗
の
魂
前
江

訴
の
語
如
何
ん
、 

況
目
前
地
球
の
各
国
江

対
し
、
忠
孝
信
義
の
神
州
今
日 

言
行
相
違
し
て
君
父
ハ
無
き
の
国
と
す
、
国
辱
是
よ
り 

甚
ハ
き
な
し
、
爰
ニ

於
て
我
神
州
殆
天
地
間
ニ

入
さ
る
の 

国
と
な
ら
ん
と
す
る
を
、
日
月
未
た
地
ニ

不
落
、
奥
羽
の
諸 

侯
地
を
攘
て
、
忽
ニ

会
津
を
助
義
戦
を
挙
て
北
越
を 
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合
セ
勢
ひ
尤
盛
な
り
、
屡
官
軍
と
争
戦
未
央
、
是
を 

愉
快
の
美
事
と
讃
歎
す
る
の
み
、
慷
慨
痛
憤
ニ

至
て
ハ 

腐
毫
の
及
ふ
所
ニ

あ
ら
す
、
余
苟
も
神
州
ニ

生
を
得
て
、 

其
国
辱
臣
子
の
分
た
る
を
知
ら
さ
ら
ん
哉
、
昔
年
鎖
港
攘
夷 

の
献
策
ニ

身
を
投
し
近
ニ

至
り
て
ハ
此
災
を
醸
の
根
本
を
除 

ん
と
し
て
、
百
折
千
磨
の
上
言
も
、
奸
吏
之
を
用
る
こ
と 

不
能
、
主
家
京
坂
瓦
解
、
先
主
東
帰
ニ

及
ひ
て
も
、
猶
長 

 

夜
の
夢
覚
る
事
を
不
得
、
爰
ニ

至
忍
ニ

不
堪
同
志
を
募
り
、 

此
春
二
月
廿
日
忠
義
激
烈
な
る
者
、
東
本
願
寺
江

群
集 

凡
百
人
、
粗
議
論
一
諚
し
、
且
衆
議
ニ

依
て
、
渋
沢
成
一
郎 

な
る
も
の
隊
長
、
余
副
長
ニ

択
挙
せ
ら
れ
本
日
是
を 

西
城
ニ

訴
官
許
を
受
て
彰
義
隊
と
号
、
不
日
に 

馳
集
の
同
志
三
百
余
人
ニ

及
ふ
、
先
主
上
野
大
慈
院
ニ 

被
為
謹
慎
ニ

依
て
、
同
山
外
の
諸
院
ニ

屯
し
て
是
を 
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警
衛
ス

、

同
三
月
朔
日
成
一
郎
ハ
頭
取
余
ハ
頭
取
並
を
被
命

、

同 
四
月
十
一
日
先
主
水
戸
表
へ
被
為
移
、
西
城
ハ
官
軍
の 

有
と
な
る
、
百
事
切
歯
痛
恨
而
已
、
主
家
代
々
の
重
器 

上
野
江

運
転
、
中
堂
ニ

置
、
我
隊
ハ
此
警
護
を
被
命
、
猶 

輪
王
寺
宮
を
兼
守
衛
し
て
、
東
台
の
諸
院
ニ

屯
し
、 

勢
ひ
漸
盛
な
り
、
此
月
中
旬
北
陸
道
総
督
の
二
卿
、 

浅
草
六
郷
の
邸
ニ

有
し
を
東
台
江

転
陣
せ
ん
と
す
、 

 

参
謀
津
田
山
三
郎
兵
隊
一
千
五
百
を
率
、
大
小
砲
を
携
て 

山
の
四
方
を
囲
む
、
小
田
井
蔵
太
と
余
山
三
郎
ニ

応
接
す
、
彼 

の
兵
山
外
ニ

有
こ
と
三
日
、
終
ニ

転
陣
な
ら
す
し
て
引
去
、 

此
時
大
惣
督
宮
よ
り
我
隊
へ
称
誉
の
云
々
有
、
同
月 

廿
八
日
余
頭
取
ニ

被
命
、
閏
月
七
日
頭
並
ニ

被
任
、
五
月 

上
旬
ニ

至
我
隊
一
千
ニ

お
よ
ひ
、
附
属
の
兵
隊
多
し
、 

左
ニ

誌
ス
、 
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頭 

 
 

池
田
大
隅
守 

 
 

小
田
井
蔵
太 

 

同
並 

 
 

菅
沼
三
五
郎 

 
 

春
日
左
衛
門 

 
 

天
野
八
郎 

 
 

 
 

川
村
敬
三 

 

頭
取 

 
 

吉
田
定
太
郎 

 
 

判 

門
五
郎 

 
 

織
田
主
膳 

 
 

本
多
敏
三
郎 

 

同
並 

 
 

小
林
清
三

（
五
）

郎 

 
 

大
塚
霍
之
丞 
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加
藤
帰
之
郎 

 
 

 

酒
井
宰
輔 

 
 

 
近
藤
武
雄 

 
 

 

新
井
鐐
太
郎 

器
械
掛 

杉
山
作
左
衛
門 

  
 

兵
隊 

 
 

 

組
頭 

一

番

隊 
 

土
肥
八
十
三
郎 

二

番

隊 
 

管
間
房
次
郎 

 

三

番

隊 
 

松
本
銜
吉 

四

番

隊 
 

鳥
飼
常
三
郎 

五

番

隊 
 

朽
原 

鼎 

六 

番 

隊 
 

浅
川
文
三
郎 

七 

番 

隊 
 

石
川
善
一
郎 

八 

番 

隊 
 

木
下
七
郎 

九 

番 

隊 
 

大
谷
内
龍
五
郎 

十 

番 

隊 
 

山
崎
雅
五
郎 

十
一
番
隊 
 

加
藤
光
造 

十
二
番
隊 

 

高
橋
真
吉 

十
三
番
隊 

 

佐
久
間
末
七
郎 
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十
四
番
隊 

 

比
留
間
良
八 

十
五
番
隊 

 

安
東
勘
造 

十
六
番
隊 

 

今
井 

磐 

十
七
番
隊 

 
古
谷
万
吉
郎 

十
八
番
隊 

 
西
村
賢
八
郎 

遊 

軍 

隊 
 

村
越
三
造 

  
 

 
 
 
 

小
川
椙
太 

天
王
寺
詰 

 

花
俣
鉄
吉 

 
 
 
 
 
 

斎
藤
亀
吉 

  
 

記
録
掛 

 
 

 
 

 

組
頭 

 
 
 
 
 

金
井
鍞
次
郎 

 
 
 
 
 

中
川
記
代
之
助 

 
      

   

斎
藤
金
左
衛
門 

 
 
 
 
 

窪
田
俊
輔 

 
         

小
野
安
太
郎 

 
 
 
 
 

安
部
杖
策 

 
 

器
械
掛 

 
 
 
 

 

組
頭 

 
 
 
 
 
 

松
崎
平
三
郎 
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会
計
掛 

 
 
 

頭
取
並
格 

        

田
中
清
三
郎 

 
 

 
 

組
頭 

        
飯
田
豊
之
助 

 
      

同

百
井
求
之
助 

 
   

 
  

本
営
詰 

 
     

 

組
頭 

 
       

秋
元
虎
之
助 

 
       

加
藤
大
五
郎 

 
 

 
 

丸
毛
靭
負 

 
 

 
  

神
木
隊
取
締 

 
    

 

組
頭 

         

近
田
六
郎
太
夫 

 
 

卍
隊
取
締 

      
 
 

同

百
瀬
雄
次
郎 

 
 

覚
王
院
詰 

 
     

 

同

高
山
健
太
郎 

 

右
組
頭
已
上
を
記
、 

組
頭
ハ
五
十
人
格
な
り
、 
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附
属
隊 

 
純
忠
隊 

 

竹
中
丹
後
守
を
長
と
ス 

 
 
 

三
百
余
人 

 
 
 
 
 
 

 

此
隊
の
亦
附
属
と
も 

 
 

  

遊
撃
隊 

 

講
武
所
跡
の
遊
撃
隊          

百
余
人 

 
 
 
 
 
 
 

分
し
て
東
台
に
附
属
ス 

 
 

 

猶
興
隊 

  

堀
健
三
郎
を
長
と
ス 

 
  
 
  

三
百
余
人 

 

八
連
隊 

                  
 
   

 
 

人
数
未
詳 

 
 

 
 

神
木
隊 

  

榊
原
藩 

 
 
 
 
 
 

  
 

八
十
余
人 

 

松
石
隊 

 

明
石
藩 

 
 
 
 
 

  
 

 

三
十
余
人 

 

高
勝
隊 

 
 

高
崎
藩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
余
人 

 

浩
気
隊 

 
 

若
州
藩 

 
 
 
 

 
 

 
 
三
十
余
人 

 

卍 

隊 
 
 

関
宿
藩 

 
 
 
 
 

 
 

 

弐
百
余
人 

 

臥
龍
隊 

 

間
宮
金
八
を
長
と
ス 

 
  

 

三
百
余
人 

 

旭 

隊 
 

元
横
浜
兵
な
り 
         

   

百
五
十
余
人 

 
 
 
 
 

 
 

奥
山
八
十
三
郎
を
長
と
ス 
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兵
隊
右
の
如
く
、
幾
と
恢
復
の
基
業
を
な
さ
ん
と
す
、
京
師
ゟ
ハ 

輪
王
寺
宮
へ 

天
機
伺
と
し
て
上
京
を
促
す
の
御
使
頻
な
り
、
西
城
よ
り
ハ 

宮
江

登
城
可
有
の
よ
し
、
勅
諚
の
使
節
再
三
ニ

お
よ
ふ
、 

此
時 

宮
断
然
と
し
て
尊
体
を
我
輩
江

被
委
任
、 

倶
ニ

興
復
を
被
祈
給
ふ
、
誠
ニ

恐
惶
辱
キ
聖
慮
な
り
、 

覚
王
院
竹
林
僧
正
等
と
謀
り
、
奥
羽
の
諸
侯
江

接
し
、 

 

専
恢
復
の
祈
念
切
な
り
と
い
へ
と
も
、
日
往
月
遷
る
ニ

随
ひ
て 

平
士
軽
輩
ニ

至
り
て
ハ
、
唯
無
算
ニ

過
激
ニ

而
已
奔
り
て
天
王
寺
辺 

遊
歩
す
る
薩
藩
三
人
を
果
、
或
ハ
三
橋
を
通
行
の
筑
藩
を 

害
、
亦
ハ
附
属
隊
、
臥
龍
隊
の
も
の
因
藩
奥
州
江

運
転
の 

団
（
弾
）

薬
数
十
荷
、
坂
本
ニ

於
て
卸
し
是
を
奪
、
警
衛
士 

十
余
人
騎
馬
壱
匹
を
捕
、
是
等
の
事
制
禁
厳
な
り
と 

い
へ
と
も
、
如
斯
法
を
犯
す
の
徒
あ
り
て
殆
困
惑
す
、
此
頃 
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筋
違
門
外
下
谷
辺
ニ

官
軍
の
遊
歩
絶
て
な
し
、
閏
月
ゟ 

山
塞
を
討
ん
と
惣
督
府
の
参
謀
、
数
評
京
師
江

も 

度
々
伺
之
上
、
五
月
節
句
頃
よ
り
屡
東
台
討
襲
の
催 

有
、
我
隊
下
輩
ハ
暴
激
ニ

奔
、
主
家
の
奸
吏
ハ
我
隊
を 

し
て
他
藩
の
如
く
し
、
亦
甚
敷
ニ

至
て
ハ
寇
仇
の
思
ひ
を
な
す
、 

期
未
た
遠
く
不
至
と
い
へ
と
も
自
然
ニ

不
得
止
も
の
と
な
り 

し
ハ
残
懐
此
事
而
已
、
此
年
ハ
天
神
州
の
災
害
を
示
す
欤
、 

 

早
春
よ
り
霖
雨
打
続
き
、
今
五
月
ニ

至
ル
迄
三
日
の
晴
天 

な
し
、
四
月
十
七
日
朝
、
寒
松
院
の
桜
木
を
吹
き
折
る
〔
寒

松
院
ハ
我
隊
／
本
営
な
り
〕
、 

別
し
て
前
月
よ
り
の
暴
雨
甚
敷
山
を
抜
、
土
手
を
破
り
、 

東
台
本
坊
の
練
壁
数
間
を
崩
し
ぬ
、
是 

神
祖
亦
ハ
天
海
大
師
の
凶
を
告
る
も
の
欤
、
同
月
十
五
日 

朝
六
ツ
半
頃
、
余
と
春
日
・
小
林
、
山
外
を
一
巡
せ
ん
と
広
小
路 

よ
り
山
下
通
り
根
岸
迄
行
し
時
、
切
通
し
辺
ニ
而

大
砲
一
声
ス
、 
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馬
を
天
王
寺
脇
迄
駆
る
内
ニ

続
て
七
発
す
、
池
の
端
江

来
ル
時
ハ 

は
や
戦
ハ
始
り
て
、
穴
稲
荷
前
ニ
而

神
木
隊
二
百
目
野
戦
砲 

并

小
銃
を
以
て
戦
、
余
ハ
稲
荷
門
よ
り
山
内
ニ

入
り
本
営
ニ

帰
り 

池
田
大
隅
守
江 

神
祖
御
影
の
宝
物
を
託
、 

宮
警
衛 

と
し
て
本
坊
江

促
し
遣
り
、
八
門
〔
黒
門
・
屏
風
坂
門
／
新
黒

門
・
車
坂
門
／ 

穴
稲
荷
門
・
新
門
／
清
水
門
・
谷
中
門
〕
防
戦
の
手
配
し
、
兼

て
別
段
余
ニ 

附
属
す
る
八
番
隊
を
引
率
し
黒
門
口
ニ

向
、
八
番
の 

 

隊
長
木
下
七
郎
副
長
寺
沢
儭
之
丞
な
り
、
此
手
ハ
い
つ
れ
も
撃
剣
を 

能
し
尤
奮
発
の
徒
な
り
、
一
体
余
持
場
と
す
る
ハ
谷
中 

門
天
王
寺
な
れ
と
も
、
同
所
ニ

ハ
敵
壱
人
も
な
く
黒
門
口
の 

戦
烈
敷
ニ

依
て
、
如
斯
出
張
ス
、
正
五
ツ
頃
欤
此
時
酒
井 

宰
輔
ハ
は
や
黒
門
ニ

指
揮
を
な
し
居
し
故
、
余
ハ
山
王 

台
江

上
り
専
大
砲
を
差
図
す
、
敵
ハ
松
源
其
他
茶
店
の 

二
階
よ
り
砲
発
し
、
大
砲
ハ
三
橋
先
、
亦
ハ
松
坂
屋
前
よ
り 
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討
出
す
、
我
兵
町
家
江

焼
玉
を
数
発
す
る
と
い
へ
と
も
霖
雨
ニ 

玉
湿
り
放
火
な
ら
す
、
四
ツ

半
頃
よ
り
天
神
男
坂
下
ニ

出
火
す
れ 

と
も
漸
々
と
し
て
敵
を
妨
の
要
を
な
さ
す
、
敵
兵
追
々
霖
雨

ニ

玉
湿
り
放
火
な
ら
す
、
四
ツ
半
頃
よ
り
天
神
男
坂
下
ニ

出

火
す
れ
と
も
漸
々
と
し
て
敵
を
防
の
要
を
な
さ
す
、
敵
兵
追
々
ニ 

繰
込
来
り
放
火
を
見
て
一
時
ニ

討
破
ん
と
奮
戦
ス
、 

素
よ
り
我
隊
恭
順
の
趣
意
を
破
ら
す
疆
壁
溝
壑
の 

設
な
く
、
事
ニ

臨
ん
て
畳
弐
三
枚
ツ
ヽ
楯
と
す
る
の
み
、 

砲
玉
を
を
防
ニ

不
至
故
、
討
死
・
手
負
多
し
、
余
ハ
谷
中
門
の 

 

戦
争
を
聞
て
四
ツ
頃
同
所
江

向
天
王
寺
前
江

至
ル
ニ

同
寺
ニ

有
余
か 

手
の
隊
長
小
川
・
花
俣
・
斎
藤
手
勢
百
余
人
并

附
属
之
兵
隊 

を
以
て
敵
を
大
ひ
ニ

破
り
、
放
火
し
て
敵
壱
人
も
無
き
故
、
本 

営
江

引
返
す
ニ

黒
門
口
の
激
戦
を
註
進
す
る
ニ

依
て
、 

未
た
朝
の
粮
を
食
の
暇
あ
ら
す
、
直
ニ

馳
て
馬
を
山
門
の 

内
ニ

乗
放
し
、
山
王
台
ニ

向
又
防
戦
一
時
す
、
九
ツ
過 

る
頃
、
黒
門
ハ
酒
井
、
山
上
ハ
近
藤
武
雄
ニ

託
、
本
営
江 
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帰
て
諸
門
江

下
知
を
伝
ふ
、
間
も
な
く
黒
門
口
殆
危
し
と 

訴
る
ニ

依
て
、
亦
山
王
台
江

奮
出
す
、
途
中
清
水
堂
の
脇
ニ
而 

旗
下
の
士
小
川
斜
三
郎
其
外
撤
兵
歩
兵
の
差
図
役
旗
下
の 

士
四
十
余
人
の
荒

（
新
）

手
ニ

逢
、
是
多
く
ハ
純
忠
隊
附
属
の
も
の 

な
り
、
余
此
兵
ニ

対
し
て
曰
、
黒
門
危
し
と
見
へ
た
り
、
衆
人 

山
王
台
ニ

力
戦
す
へ
し
と
、
衆
同
音
ニ

諾
ス
、
然
ハ
斯
来
り 

給
へ
と
、
余
真
先
一
迅
し
て
山
王
台
一
番
隊
四
斤
砲
の 

 

際
ニ

至
、
後
を
顧
ハ
続
く
兵
壱
人
も
な
し
、
此
時
我
徳
川
子

（
氏
） 

の
柔
極
る
を
知
、
歎
息
の
一
暇
も
な
く
苦
戦
の
奔
走
不
肖
と 

い
へ
と
も
職
掌
を
恥
か
し
め
す
、
一
番
隊
の
副
長
林
半
蔵
ニ 

下
知
し
て
、
頻
ニ

大
砲
を
討
、
遊
撃
隊
伍
長
新
開
義
三
郎
、 

海
崎
虎
五
郎
外
弐
人
を
助
力
と
し
、
余
も
車
台
の
運
転
を 

手
伝
程
の
烈
戦
な
り
、
酒
井
ハ
今
朝
黒
門
江

出
張
の
侭
今
刻
ニ 

至
り
暫
の
休
足

（
息
）

も
な
し
、
組
頭
已
上
同
人
当
日
第
一
等
の 
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奮
発
な
り
、
此
時
台
ニ

討
死
深
手
産

（
算
）

を
乱
し
、
黒
門
の 

番
小
屋
ハ
乱
玉
ニ

討
破
れ
半
身
を
置
の
所
な
し
、
此
上
一
時
の 

防
戦
無
覚
束
見
へ
た
り
、
爰
ニ

於
て
兼
誓
ひ
置
八 

番
隊
其
外
撃
剣
の
兵
を
率
て
敵
陣
江

切
入
ん
と 

欲
す
れ
と
も
、
兵
隊
右
往
左
往
な
る
故
近
藤
、
酒
井
へ 

示
し
合
、
突
出
隊
引
纏
と
し
て
、
本
営
を
さ
し
て
行
ニ

春
日 

今
朝
よ
り
中
堂
山
門
ニ

而
已
奔
走
し
傍
観
た
る
か
如
く
、 

 

此
時
山
門
裏
ニ

猶
酒
を
呑
居
た
り
、
是
を
責
る
の
閑
な
く 

馳
行
、
途
ニ

天
王
寺
よ
り
援
兵
を
乞
の
使
ニ

逢
谷
中
口
敵
兵 

モ
リ
返
し
の
戦
烈
し
き
ニ

依
て
な
り
、
本
営
江

帰
見
れ
ハ 

花
俣
自
身
援
兵
を
乞
ニ

来
れ
り
、
諸
方
の
戦
四
五
ヶ
所
の
体
を 

見
る
ニ

黒
門
口
尤
危
く
、
亦
谷
中
口
破
れ
な
ハ
本
防
江

甚
薄
く 

殆
困
惑
す
、
突
出
隊
切
込
み
徒
も
此
所
彼
処
ニ

散
て
十
人
ニ 

不
満
兵
隊
を
算
る
ニ

下
寺
ニ

三
百
の
兵
有
を
訴
、
是
ハ
今
朝
ゟ 
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は
か
〱
敷
戦
ひ
も
せ
さ
る
故
是
を
三
ツ
ニ

分
百
ハ
同
所
の
守
と
し 

百
ハ
谷
中
へ
援
兵
し
、
百
を
引
て
山
王
台
ニ

血
戦
せ
ハ
、 

暮
合
迄
ハ
可
凌
と
分
兵
の
為
ニ

下
寺
江

行
ん
と
す
、
今
朝 

よ
り
数
刻
の
奔
走
ニ

身
体
倦
労
し
た
る
故
ニ

馬
ニ

被
助 

横
ニ

本
防
前
迄
馳
せ
し
ニ

中
堂
脇
よ
り
我
兵
一
百
余
り
な
た 

れ
来
ル
如
何
ん
と
問
ニ

黒
門
口
は
や
破
れ
た
り
と
告
酒
井
ハ 

討
死
し
近
藤
ハ
腕
よ
り
脇
腹
を
被
討
て
、
新
井
の
肩
ニ 

 

被
助
来
ル
大
谷
内
龍
五
郎
ハ
両
腕
を
被
討
貫
来
ル
跡
よ
り
ハ 

敵
軍
込
入
る
こ
と
潮
の
湧
か
如
く
迫
る
事
甚
急
な
り
、
余
此
時 

鞍
坪
ニ

突
立
大
声
を
発
し
て
曰
、
此
所 

宮
の
門
外 

主
家
累
代
の
廟
前
、
勿
論
警
衛
す
る
所
の
重
器
目
前
ニ

有
、 

爰
を
去
て
何
国
ニ

生
を
欲
せ
ん
と
す
る
哉
、
速
ニ

乱
戦 

職
掌
を
尽
し
て
死
を
潔
く
せ
よ
と
呼
わ
り
し
か
ハ
、 

大
久
保
紀
伊
守
な
る
も
の 

東
照
宮
の
御
旗
を 
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持
て
真
先
ニ

進
た
り
、
此
人
年
五
十
計
り
、
元
大
監
察
を 

勤
し
も
の
也
、
余
馬
よ
り
下
り
元
込
七
発
炮
を
携
同
人
よ
り 

後
る
ゝ
こ
と
一
歩
、
其
次
新
井
鐐
太
郎
同
く
一
歩
去
、
跡
よ
り 

続
く
兵
凡
百
余
人
と
覚
た
り
、
あ
わ
や
中
堂
脇
ニ

於
て 

血
戦
ニ

及
ん
と
す
る
時
、
砲
玉
一
発
来
て
紀
伊
守
か
額
の 

上
江

中
る
、
此
玉
小
銃
ニ

て
ハ
な
く
疵
口
三
寸
計
り
柘
榴
の
如
く 

見
へ
て
陣
笠
を
討
落
し
御
旗
を
持
ち
た
る
侭
空
向
ニ 

 

倒
、
是
を
見
て
続
く
兵
一
百
余
散
乱
し
て
壱
人
も
あ
ら
す
、 

只
余
と
新
井
壱
人
ハ
紀
伊
守
の
家
来
な
ら
ん
か
、
僅
ニ

残
る
も
の 

三
人
、
爰
ニ

徳
川
氏
た
る
も
の
ニ

亦
愕
然
た
り
、
紀
伊
守
未
た
息 

有
を
捨
置
ニ

不
忍
、
三
人
し
て
是
を
荷
ひ
本
防
の
門
番
所
へ 

カ
キ
入
ル
、
其
内
敵
門
外
江

切
迫
す
れ
と
も
守
兵
壱
人
も
な
し
、 

余
と
新
井
小
門
を
鎖
し
て 

宮
御
方
心
元
な
く
、 

玄
関
よ
り
奥
江

行
見
る
ニ

、
只
今
被
為
退
し
跡
の
体
な
り
、 
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爰
ニ

於
て
御
先
途
を
奉
護
の
外
無
他
事
、
御
跡
を
慕
ひ
根
岸
江 

出
御
行
衛
を
問
ニ

三
河
島
へ
為
落
給
ふ
と
云
、

同
所
江

行
道
す
か
ら 

後
を
顧
ハ
大
小
の
砲
声
未
絶
、
我
残
兵
来
り
合
本
坊
前
ニ 

於
て
小
戦
有
し
よ
し
、
是
ハ
後
の
伝
聞
に
て
知
り
ぬ
、
早
朝
ゟ 

数
ヶ
所
の
戦
争
多
端
な
り
と
い
へ
と
も
、
是
ハ
余
か
為
す
所
と 

目
撃
す
る
所
を
誌
す
而
已
な
り
、
三
河
島
ニ

至
り
落
行
そ
の 

中
を
見
る
ニ

竹
林
僧
正
有
、
互
ニ

切
歯
歎
息
も
胸
塞
て 

 

言
葉
少
な
り
、
然
る
ニ

僧
正
手
を
取
て
誘
の
若
僧
有
、
怪
し 

け
な
る
麻
の
黒
衣
を
着
し
古
き
草
履
を
は
き
、
左
り
の 

手
ハ
僧
正
ニ

か
れ
、
右
の
手
ニ

ハ
数
珠
を
持
た
り
、
今
僧
正
と 

余
一
言
し
た
る
を
聞
て
、
何
人
と
問
、
僧
正
是
ハ
天
野
八
郎 

に
て
候
と
答
、
此
時
余
始
て 

輪
王
寺
宮
御
方 

な
る
を
知
る
、
故
ニ

思
も
落
涙
し
て
再
拝
ス
、
僧
正
是
を 

制
し
て
他
見
を
憚
る
、
余
是
を
推
し
て
密
ニ

先
途
を 
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問
、
僧
正
曰
会
と
答
、
御
供
を
願
ニ

微
行
ニ
有
さ
れ
ハ
遂 ト

ケ

さ
る 

故
ニ

、
是
を
不
許
故
ニ

心
中
百
拝
し
て
別
離
ス
、
昔
年
或 

誹
（
俳
）

人
ニ

聞
事
有
、 

 
 

わ
ら
ん
し
は
斯
う
め
す
も
の
と
涙
く
み 

 
 

 

遠
く
聞
ゆ
る
鉄
砲
の
音 

此
附
合
の
体
、
今
目
前
ニ

有
、
独
身
涕
泣
数
行
な
り
、 

斯
て
有
へ
き
ニ

あ
ら
す
、
追
々
ニ

落
来
ル
敗
兵
の
余
を
慕
ふ 

有
、
心
な
ら
す
も
一
百
計
り
を
引
連
て
、
道
灌
山
を
越 

 

巣
鴨
を
横
き
り
て
音
羽
の
護
国
寺
ニ

来
ル
時
黄
昏
に 

お
よ
へ
り
、
寺
内
ニ

入
て
暫
時
憩
ふ
事
を
乞
、
粮
の
手
当
抔

頼
し
ニ

快
よ
く
諾
す
る
故
ニ

境
内
の
小
川
ニ
而

今
朝
よ
り
土
泥
ニ 

汚
し
を
洗
ひ
、
客
殿
ニ

入
て
休
足
し
、
酒
を
呑
、
粮
を
用
ひ 

た
る
上
、
進
退
の
議
論
ま
ち

〱
な
れ
と
も
、
余
ハ
思
ふ
子
細 

有
て
、
府
下
ニ

留
る
事
と
決
着
す
、
是
ニ

随
者
過
半
也
、 

或
ハ
甲
州
路
を
さ
し
て
落
行
も
有
、
余
ハ
此
夜
九
ツ
頃 
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護
国
寺
を
出
知
音
の
方
ニ

行
て
壱
弐
泊
を
宿
り
ぬ
、
其
他
思
ひ 

思
ひ
ニ

信
友
知
己
を
便
り
て
潜
伏
ス
、
倩
当
日
の
戦
を
考
ニ

、 

我
兵
凡
二
千
余
恭
順
を
守
て
疆
壁
の
構
な
く
、
敵
ハ
列
藩 

廿
壱
家
の
兵
隊
壱
万
ニ

近
く
、
我
東
台
の
広
サ
三
十
万
坪
、
守
ル
門 

八
ツ
加
る
ニ

天
王
寺
有
、
三
日
の
防
戦
難
叶
事
必
せ
り
、
併
一
日
ニ 

落
へ
し
と
ハ
思
わ
さ
り
き
、
我
兵
討
死
一
百
余
人
、
手
負 

未
詳
、
敵
の
討
死
六
百
余
人
、
手
負
未
詳
、
就
中 

 

他
向
の
周
旋
を
委
任
せ
し
ハ
吉
田
定
太
郎
、
加
藤
帰
之
郎
な
り
、 

此
両
人
よ
り
外
江

約
し
置
兵
二
千
余
人
有
り
、
敵
山
塞
を 

襲
ふ
時
ハ
、
速
ニ

出
兵
し
て
其
後
を
討
の
譬
な
り
、
其
他
唇 

破
て
歯
寒
き
を
知
ら
ハ
、
旗
下
八
万
ニ

於
て
傍
観
も 

有
ま
し
抔
、
腰
抜
武
士
を
少
し
ハ
便
り
ニ

せ
し
こ
そ
、
我
輩
の 

拙
愚
究
る
所
な
り
、
戦
終
る
迄
、
堅
約
の
弐
千
を
始
、
援
の 

兵
壱
人
も
な
し
尤
吉
田
、
加
藤
な
と
他
向
周
旋
の
任
ニ 
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当
ら
さ
る
事
顕
然
な
る
を
余
如
何
ん
と
も
多
忙
た
る
ニ

依
て 

是
を
委
任
し
て
大
事
を
誤
是
余
か
罪
な
り
、
嗚
呼
此
日 

如
何
な
る
日
そ
、
天
海
僧
正
忍
ヶ
岡
を
開
基
し
て
我
主
家 

累
代
の
霊
廟
を
安
置
す
る
事
弐
百
余
年
、
山
門
・
中
堂
・ 

本
坊
の
善
美
数
廟
の
花
麗
、
金
銀
・
珠
玉
を
尽
し
も
、 

一
時
の
兵
火
ニ

灰
尽
と
な
り
三
十
六
坊
数
百
の
僧
侶
一
日
の 

内
ニ

不
住
の
乞
食
と
な
る
、
百
事
算
数
も
是
ニ

及
へ
か
ら
す
、 

 

壱
月
計
り
経
て
、 

宮
御
方
辛
ふ
し
て
会
津
江

為
入
の 

よ
し
覚
王
院
も
御
傍
ニ

有
の
報
告
ニ

少
し
く
愁
眉
を
慰 

た
り
、
我
残
兵
所
々
ニ

潜
居
て
頻
ニ

余
を
慕
ふ
て
進
退
の 

指
揮
を
乞
、
兼
て
心
さ
す
方
も
有
故
ニ

、
専
帷
幕
の
内
ニ 

心
機
を
摧
キ
、
昼
ハ
深
キ
笠
の
無
き
事
を
不
得
、
夜
も
地
を

荒
く
踏
事
不
能
、
爰
ニ

顕
れ
彼
し
こ
ニ

潜
ミ
、
戦
々
兢
々 

と
し
て
周
旋
閑
な
く
五
十
余
日
を
過
し
、
七
月
十
三
日
朝
、 
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本
所
石
原
文
次
郎
宅
ニ

於
て
、
官
軍
稲
田
の
兵
数
十
ニ

被
襲
、 

自
尽
の
暇
も
あ
ら
す
、
捕
と
な
り
て
西
城
下
糺
問
所
の
獄
ニ 

繋
か
ら
る
ゝ
事
と
な
り
ぬ
、
夫
忠
告
は
何
等
の
者
そ
、
隊 

中
ニ

被
推
挙
、
爾
来
先
ニ

ハ
渋
沢
成
一
郎
と
不
平
し
て
彼
か 

奸
計
の
為
ニ

屡
闇
殺
せ
ら
れ
ん
と
し
、
夜
寸
銃
短
剣
を 

懐
ニ

し
て
臥
一
霄
の
安
眠
な
し
、
幸
ニ

正
邪
忽
判
然
た
る
ニ 

依
て
成
一
ハ
被
廃
て
亡
命
す
、
余
ハ
追
日
重
任
を
蒙
る
ニ 

 

随
ひ
て
百
事
一
身
ニ

纏
ひ
、
全
権
の
辛
労
他
ニ

異
な
り
、
主
家
の
殿
ニ 

登
れ
ハ
奸
吏
益
盛
ニ

し
て
上
武
州
ニ

有
尾
崎
狐
の
其
家
の
興 

廃
と
も
ニ

力
を
添
る
ニ

ひ
と
し
、
痛
憤
し
て
山
塞
江

帰
れ
ハ
、 

軽
輩
ニ

無
心
の
過
激
有
、
此
説
諭
も
他
江

譲
る
こ
と
を
不
得
、 

奴
婢
鶏
犬
の
勉
余
か
未
熟
ニ

負
ふ
、
好
め
る
酒
も
其
味
ひ
を 

不
甘
、
瓦
解
ニ

至
て
或
ハ
山
野
ニ

遁
村
里
ニ

隠
己
か
一
身
を
安
る
の 

徒
多
し
と
い
へ
と
も
、
豈
是
ニ

天
日
を
同
ふ
せ
ん
や
、
縛
を
受
る
ニ 
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至
止
む
の
み
、
余
昔
年
よ
り
鑓
印
其
外
物
の
印
ニ

香
車
を 

用
ゆ
、
是
一
歩
も
横
江

行
、
跡
江

引
の
道
無
き
を
表
る
の
証 

な
り
、
東
台
ニ

一
敗
す
と
い
へ
と
も
、
職
掌
を
尽
し
て
他
ニ

譲
ら
す
、 

府
下
ニ

潜
伏
し
て
今
日
ニ

至
、
決
し
て
香
車
ニ

不
恥
、
天
地
何
を
か 

恐
ん
、
磐
石
動
へ
し
、
我
赤
心
転
は
す
へ
か
ら
す
、 

断
々
然
と
し
て
、
今
猶
前
の
如
し
、
首
を
失
ふ
の
日
、
累
代 

の
君
前
ニ

訴
を
楽
む
而
已
、
亦
何
か
有
ら
む
、 

 

獄
ニ

同
囚
数
十
人
有
、
余
を
置
所
ハ
方
九
尺
畳
四
枚
半
を
敷
、
此
内
ニ 

八
九
人
有
、

仙
台
・

関
宿
・

高
田
・

桑
名
・

浜
田
等
の
藩
な
り
、

隣
囲
ニ

ハ 

会
藩
其
外
諸
藩
多
し
、
旗
下
の
士
も
混
し
居
り
ぬ
、
我 

隊
天
王
寺
詰
小
川
椙
太
、
七
番
隊
石
川
善
一
郎
両
人
と
も 

先
達
て
捕
隣
囲
ニ

有
、
是
ハ
撃
剣
を
尤
能
ス
、
余
か
股 

肱
と
す
る
輩
中
の
弐
人
な
り
、
文
次
郎
も
余
潜
居
の
事
ニ 

依
て
同
く
被
捕
て
禁
獄
す
、
同
人
ハ
実
ニ

憫
然
な
る
事
也
、 
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（
異
筆
）  

 
「
月
は
雲
く
も
ハ
い
す
れ
の
も
の
な
ら
ん 

 
 
 

さ
け
て
光
り
を
む
さ
し
の
ゝ
原 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
宿
藩 

 
                   

 

本
多
又
助 

 
 

遥
望
美
人
天
一
方
、
武
原
秋
色
転 

 
   

荒
凉
、
江
頭
風
急
浮
雲
擾
、
惆 

 
   

悵
無
由
見
月
光 

仙
藩 

 
                 

 

水
科
丙
午
郎
」 

 
 
 

 
 

北
に
の
み
稲
妻
有
り
て 

 
 

月
暗
し  

 
 
 
 
 
 

忠
告 

 

右
同
囚
水
科
、
本
多
と
七
月
の
下
澣
聊 

述
懐
を
口
す
さ
み
せ
し
を
是
ニ

誌 
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慶
応
四
年
戊
辰
秋
八
月 

十
有
七
日
、
武
陵
城
獄
中
誌 

之
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
   

 
 
  

天
野
八
郎
忠
告 

 
 

  
 
 
     

行
年
三
十
有
八 
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【『
斃
休
録
』
現
代
語
訳
】 

  
 

斃
休
録 

 

我
が
日
本
は
忠
孝
信
義
の
国
で
あ
り
、
往
古
よ
り
他
国
へ

こ
れ
を
譲
ら
な
い
。
思
う
に
現
在
の
形
勢
は
、
天
皇
陛
下
よ

り
我
が
主
君
（
将
軍
／
訳
者
注
、
以
下
同
）
、
並
び
に
大
小
の

諸
侯
、
旗
本
八
万
、
以
下
庶
民
に
至
る
ま
で
、
何
故
か
こ
の

よ
う
に
欺
瞞
に
満
ち
て
い
る
。
全
世
界
的
に
未
だ
こ
の
よ
う

な
例
を
知
ら
な
い
。
暴
徒
が
幼
帝
を
擁
し
て
我
が
主
を
朝
敵

と
唱
え
、
我
が
主
は
無
罪
で
あ
り
恭
順
謝
罪
を
哀
訴
し
て
い

る
。
加
え
て
幕
府
の
賊
吏
は
こ
れ
を
補
佐
し
て
自
分
の
首
を

絞
め
て
い
る
よ
う
だ
。
誠
に
抱
腹
絶
倒
で
あ
る
。
大
家
の
愚

か
な
判
断
は
一
に
朝
命
は
無
視
し
難
い
と
言
い
、
二
に
自
家

の
安
危
を
恐
れ
、
三
に
幕
府
の
賊
吏
、
旗
本
八
万
の
薄
情
・

柔
弱
を
睨
み
な
が
ら
東
へ
向
か
っ
た
。 

 

小
大
名
は
勢
い
に
押
さ
れ
て
や
む
を
得
な
い
が
、
そ
の
後

ろ
に
従
っ
て
自
分
の
主
家
に
砲
口
を
向
け
る
尾
張
藩
・
越
前

藩
を
は
じ
め
と
し
た
家
康
公
の
血
脈
が
堂
々
と
流
れ
て
い

る
諸
藩
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
あ
、
人
生
色
々
だ
。
家
康

公
の
大
業
も
こ
の
度
の
動
乱
に
あ
っ
て
は
事
の
誠
を
知
り
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な
が
ら
、
官
軍
と
称
す
る
百
万
の
生
霊
は
将
来
、
死
ん
で
自

分
の
先
祖
の
魂
の
前
で
何
を
訴
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て

や
、
世
界
の
各
国
に
対
し
、
忠
孝
信
義
の
我
が
国
が
現
在
、

言
行
を
違
え
て
君
父
は
無
い
国
と
し
た
の
だ
。
こ
れ
よ
り
甚

だ
し
い
国
辱
は
無
い
。
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
我
が
国
は
ほ

と
ん
ど
天
地
の
間
に
入
ら
な
い
国
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
太
陽
や
月
は
未
だ
地
に
落
ち
ず
、
奥
羽
の
諸
侯
は
地
を

払
っ
て
、
た
ち
ま
ち
会
津
を
助
け
、
義
戦
を
開
始
し
て
越
後

の
諸
藩
を
合
せ
て
勢
い
が
最
も
盛
ん
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
官

軍
と
戦
争
し
、
未
だ
に
止
む
こ
と
は
無
い
。
こ
れ
は
愉
快
な

美
談
と
讃
嘆
す
る
の
み
で
あ
る
。 

 

世
を
嘆
き
大
い
に
憤
慨
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
文
は

及
ば
な
い
。
仮
に
も
私
は
日
本
に
生
ま
れ
、
そ
の
国
辱
は
家

臣
の
分
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
以
前
、
鎖
国
・
攘
夷
の

運
動
に
身
を
投
じ
た
。
最
近
は
こ
の
災
い
を
も
た
ら
す
根
本

を
除
こ
う
と
し
て
、
様
々
な
辛
苦
を
重
ね
な
が
ら
進
言
し
て

い
る
が
、
愚
か
な
役
人
は
こ
れ
を
採
用
し
な
い
。
幕
府
は
京

阪
で
瓦
解
し
、
前
将
軍
は
江
戸
に
帰
る
に
及
ん
で
も
、
な
お

平
和
ボ
ケ
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。 

 

こ
こ
に
至
り
、
忍
ぶ
に
堪
え
ず
同
志
を
募
っ
て
、
こ
の
春
、
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二
月
二
十
日
、
忠
義
激
烈
な
る
者
、
浅
草
本
願
寺
へ
お
よ
そ

百
人
が
群
集
し
た
。
大
体
議
論
が
一
定
し
、
選
挙
に
よ
り
渋

沢
成
一
郎
な
る
者
が
隊
長
、
私
は
副
長
に
選
ば
れ
、
こ
の
日

こ
の
こ
と
を
江
戸
城
に
申
請
し
て
公
認
と
な
り
、「
彰
義
隊
」

と
称
し
た
。
近
日
中
に
馳
せ
集
ま
っ
た
同
志
は
三
百
余
人
に

及
ん
だ
。
慶
喜
公
は
上
野
大
慈
院
に
謹
慎
な
さ
れ
て
お
ら
れ

る
の
で
、
上
野
山
（
台
地
）
外
の
諸
寺
院
に
駐
屯
し
て
警
備

し
た
。 

 

同
（
一
六
八
六
）
年
三
月
一
日
、
成
一
郎
は
頭
取
、
私
は
頭

取
並
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
四
月
十
一
日
、
慶
喜
公
は
水
戸
へ

移
ら
れ
た
。
江
戸
城
は
官
軍
の
も
の
と
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る

事
が
歯
が
ゆ
く
痛
恨
で
あ
る
。
徳
川
家
代
々
の
宝
物
を
上
野

へ
運
搬
し
、
中
堂
に
置
き
、
我
が
隊
は
こ
の
警
固
を
命
じ
ら

れ
た
。
な
お
輪
王
寺
宮
（
寛
永
寺
貫
主
・
日
光
輪
王
寺
門
跡
の

北
白
川
宮
能
久
親
王
）
の
守
衛
も
兼
ね
た
。
上
野
山
の
諸
院
に

駐
屯
し
、
勢
い
は
漸
く
盛
ん
で
あ
る
。
四
月
中
旬
、
北
陸
道

総
督
の
二
卿
（
高
倉
永
祜
、
副
総
督
・
四
条
隆
平
）
は
浅
草
六

郷
の
屋
敷
に
お
ら
れ
た
が
、
上
野
山
へ
陣
を
移
そ
う
と
し
た
。

参
謀
・
津
田 

山
三
郎
（
熊
本
藩
士
。
名
は
信
弘
）
は
兵
隊
千

五
百
人
を
率
い
て
、
大
小
の
大
砲
を
携
え
、
上
野
台
地
の
四
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方
を
囲
ん
だ
小
田
井
蔵
太
（
旧
幕
臣
）
と
私
は
山
三
郎
に
応

接
し
た
。
彼
の
兵
が
山
外
に
三
日
い
た
が
遂
に
陣
を
移
せ
ず

に
退
去
し
た
。
こ
の
時
、
大
総
督
宮
よ
り
我
が
隊
へ
お
褒
め

の
言
葉
な
ど
が
あ
っ
た
。
四
月
二
十
八
日
、
私
は
頭
取
を
命

じ
ら
れ
、
閏
四
月
七
日
、
頭
並
に
任
じ
ら
れ
た
。
五
月
上
旬

に
至
り
我
が
隊
は
一
千
人
に
及
ん
だ
。
所
属
兵
は
多
い
。
以

下
に
記
す
。 

 

頭 

池
田
大
隅
守
、
小
田
井
蔵
太 

頭
並 

菅
沼
三
五
郎
、
春
日
左
衛
門
、
天
野
八
郎
、 

 
 

 

川
村
敬
三 

頭
取 

吉
田
定
太
郎
、
判 

門
五
郎
、
織
田
主
膳
、 

 
 

 

本
多
敏
三
郎 

頭
取
並 

小
林
清
五
郎
、
大
塚
霍
之
丞
、
加
藤
帰
之
郎
、 

 
 

 
 

酒
井
宰
輔
、
近
藤
武
雄
、
新
井
鐐
太
郎
、 

 
 

 
 
 

器
械
掛 

杉
山
作
左
衛
門 

兵
隊
組
頭 

 

一 

番 

隊 

土
肥
八
十
三
郎 

 

二 

番 

隊 

管
間
房
次
郎 

 

三 

番 

隊 

松
本
銜
吉 
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四 

番 

隊 

鳥
飼
常
三
郎 

 
五  

番
隊 

朽
原 

鼎 

 

六 
番 
隊 

浅
川
文
三
郎 

 

七 

番 
隊 
石
川
善
一
郎 

 

八 

番 

隊 
木
下
七
郎 

 

九 

番 

隊 

大
谷
内
龍
五
郎 

 

十 

番 

隊 

山
崎
雅
五
郎 

 

十
一
番
隊 

加
藤
光
造 

 

十
二
番
隊 

高
橋
真
吉 

 

十
三
番
隊 

佐
久
間
末
七
郎 

 

十
四
番
隊 

比
留
間
良
八 

 

十
五
番
隊 

安
東
勘
造 

 

十
六
番
隊 

今
井 

磐 

 

十
七
番
隊 

古
谷
万
太

（
吉
）

郎 

 

十
八
番
隊 

西
村
賢
八
郎 

 
 

遊
軍
隊 

村
越
三
造 

 

天
王
寺
詰 

小
川
椙
太
、
花
俣
鉄
吉
、
斎
藤
亀
吉 

 

記
録
掛 

組
頭 

金
井
鍞
次
郎
、
中
川
記
代
之
助
、 

 
          

   

斎
藤
金
左
衛
門
、
窪
田
俊
輔
、 

 
             

小
野
安
太
郎
、
安
部
杖
策 
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器
械
掛 

組
頭 

松
崎
平
三
郎 

 
会
計
掛 

頭
取
並
格 

田
中
清
三
郎 

 
 

 
 
 

組
頭 

飯
田
豊
之
助
、
同 

百
井
求
之
助 

 
 

本
営
詰 
組
頭 

秋
元
虎
之
助
、
加
藤
大
五
郎
、 

 
 
 
 
 
 

 
丸
毛
靭
負 

 

神
木
隊
取
締 

組
頭 
近
田
六
郎
太
夫 

 

卍
隊
取
締 

同 

百
瀬
雄
次
郎 

 

覚
王
院
詰 

同 

高
山
健
太
郎 

右
に
組
頭
以
上
を
記
し
た
。 

組
頭
は
五
十
人
格
で
あ
る
。 

  

附
属
隊 

純
忠
隊
（
竹
中
丹
後
守
を
長
と
す
る
。
こ
の
隊
の
又
附
属
も
合
わ

せ
て
） 

三
百
余
人 

遊
撃
隊
（
講
武
所
跡
の
遊
撃
隊
が
分
か
れ
て
上
野
山
に
属
す
る
） 

百
余
人 

猶
興
隊
（
堀
健
三
郎
を
長
と
す
る
） 

三
百
余
人 

八
連
隊 
 

人
数
未
詳 

神
木
隊
（
榊
原
藩
） 

八
十
余
人 

松
石
隊
（
明
石
藩
） 

三
十
余
人 
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高
勝
隊
（
高
崎
藩
） 

三
十
余
人 

浩
気
隊
（
若
州
藩
） 

三
十
余
人 

卍 

隊
（
関
宿
藩
） 

弐
百
余
人 

臥
龍
隊
（
間
宮
金
八
を
長
と
す
る
） 

三
百
余
人 

旭 

隊
（
元
横
浜
兵
。
奥
山
八
十
三
郎
を
長
と
す
る
） 

百
五

十
余
人 

  

兵
隊
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
お
お
か
た
幕
府
権
力
回
復

の
事
業
を
な
そ
う
と
し
て
い
た
。
京
都
よ
り
は
輪
王
寺
宮
へ

御
機
嫌
伺
い
と
し
て
上
京
を
促
す
使
者
が
頻
繁
に
来
て
い

た
。
江
戸
城
よ
り
は
宮
へ
登
城
を
命
じ
る
朝
廷
の
使
者
が
再

三
に
わ
た
っ
た
。
こ
の
時
、
宮
は
毅
然
と
し
て
自
分
の
体
は

私
へ
委
任
さ
れ
、
共
に
復
興
を
祈
ら
れ
た
。
誠
に
恐
れ
多
く

あ
り
が
た
い
お
考
え
で
あ
る
。
覚
王
院
竹
林
僧
正
（
赤
松
光

映
。
輪
王
寺
宮
の
側
近
）
等
と
協
議
し
、
奥
羽
の
諸
侯
へ
接
触

し
、
専
ら
回
復
の
祈
念
を
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ど
も
、
時

が
経
つ
に
従
っ
て
軽
輩
の
兵
に
至
っ
て
は
た
だ
無
闇
に
過

激
な
行
動
に
奔
り
、
天
王
寺
辺
り
を
歩
く
薩
摩
藩
士
三
人
を

討
ち
果
た
し
た
。
或
い
は
三
橋
を
通
行
す
る
福
岡
藩
士
を
害

し
、
ま
た
は
附
属
隊
の
臥
龍
隊
の
者
は
鳥
取
藩
が
奥
州
へ
運
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搬
す
る
弾
薬
数
十
個
を
阪
本
に
て
奪
い
、
警
固
十
余
人
、
騎

馬
一
匹
を
捕
ら
え
た
。
こ
れ
等
の
こ
と
は
禁
制
厳
し
か
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
に
法
を
犯
す
者
が
い
て
本
当
に
困
惑
し
た
。 

 

こ
の
頃
、
筋
違
門
外
の
下
谷
辺
り
に
官
軍
の
姿
は
全
く
無

か
っ
た
。
閏
四
月
よ
り
上
野
山
の
要
塞
を
討
伐
し
よ
う
と
総

督
府
の
参
謀
は
協
議
を
重
ね
、
京
都
へ
も
度
々
伺
っ
て
五
月

の
節
句
頃
よ
り
し
ば
し
ば
上
野
山
を
討
伐
す
る
動
き
を
み

せ
た
。
我
が
隊
の
輩
は
過
激
な
暴
力
に
は
し
り
、
幕
府
の
愚

か
な
役
人
は
我
が
隊
を
他
藩
の
よ
う
に
扱
い
、
ま
た
甚
だ
し

い
の
に
至
っ
て
は
仇
敵
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
決
起
の
時

は
未
だ
遠
い
と
い
え
ど
も
自
然
に
止
む
を
得
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
く
の
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
年
は
我
が

国
で
災
害
が
あ
っ
た
。
早
春
よ
り
長
雨
が
続
き
、
今
月
に
至

る
ま
で
三
日
続
く
晴
天
は
な
い
。
四
月
十
七
日
の
朝
、
寒
松

院
の
桜
が
風
で
倒
れ
た
（
寒
松
院
は
我
が
隊
の
本
営
で
あ
る
）
。

特
に
前
月
よ
り
暴
雨
が
激
し
く
、
山
を
通
り
、
土
手
を
破
り
、

上
野
山
本
営
の
防
壁
で
あ
る
練
り
塀
を
十
数
メ
ー
ト
ル
崩

し
た
。
こ
れ
は
家
康
公
、
ま
た
は
天
海
大
師
の
災
い
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。 

 

五
月
十
五
日
朝
七
時
頃
、
私
と
春
日
（
頭
並
・
春
日
左
衛
門
）
、
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小
林
は
山
外
を
一
巡
し
よ
う
と
広
小
路
よ
り
山
下
通
り
の

根
岸
ま
で
行
く
時
、
切
り
通
し
辺
り
で
大
砲
の
音
が
し
た
。

馬
で
天
王
寺
脇
ま
で
駆
け
て
い
る
時
に
続
い
て
七
発
音
が

し
た
。
池
の
端
へ
来
る
時
は
早
く
も
戦
争
は
始
ま
っ
て
お
り
、

穴
稲
荷
前
で
神
木
隊
は
二
百
目
野
戦
砲
と
小
銃
を
も
っ
て

戦
っ
て
い
る
。
私
は
稲
荷
前
よ
り
山
内
に
入
り
本
宮
へ
帰
り
、

池
田
大
隅
守
（
長
裕
）
へ
家
康
公
肖
像
画
影
の
宝
物
を
託
し
、

宮
の
警
備
と
し
て
本
部
へ
行
く
よ
う
に
促
し
た
。
八
門
（
黒

門
・
屏
風
坂
門
・
新
黒
門
・
車
坂
門
・
穴
稲
荷
門
・
新
門
・
清
水

門
・
谷
中
門
）
の
防
戦
を
手
配
し
、
以
前
よ
り
特
に
私
に
附

属
し
て
い
る
八
番
隊
を
引
率
し
て
黒
門
口
に
向
か
っ
た
。
八

番
隊
は
隊
長
木
下
七
郎
、
副
長
寺
沢
儭
之
丞
で
あ
る
。
彼
ら

は
い
ず
れ
も
剣
術
に
優
れ
て
お
り
最
も
士
気
が
高
い
者
で

あ
る
。
総
じ
て
私
の
持
ち
場
は
谷
中
門
、
天
王
寺
で
あ
る
が

同
所
に
は
敵
は
一
人
も
無
く
、
黒
門
口
の
戦
い
が
激
し
か
っ

た
の
で
参
戦
し
た
。
八
時
頃
で
あ
ろ
う
か
こ
の
時
、
酒
井
宰

輔
は
早
く
も
黒
門
で
指
揮
を
執
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
山
王

台
へ
上
り
、
専
ら
大
砲
を
指
図
し
て
い
た
。
敵
は
松
源
そ
の

他
の
茶
店
の
二
階
よ
り
砲
撃
し
、
大
砲
は
三
橋
、
又
は
松
阪

屋
前
よ
り
打
っ
て
い
た
。
我
が
兵
が
町
家
へ
焼
玉
を
数
発
打
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ち
込
ん
だ
が
長
雨
で
玉
が
湿
り
火
が
つ
か
な
か
っ
た
。 

 
十
一
時
頃
よ
り
湯
島
天
神
男
坂
下
辺
り
よ
り
出
火
し
た

が
少
し
ず
つ
し
か
燃
え
ず
、
敵
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
敵
は
追
々
に
繰
り
返
し
来
て
、
放
火
を
見
て
一
斉
に
突

破
し
よ
う
と
奮
戦
し
て
い
た
。
元
よ
り
我
が
隊
は
恭
順
の
趣

意
を
破
ら
ず
防
壁
や
塹
壕
の
備
え
は
無
く
、
事
に
当
た
っ
て

畳
二
、
三
枚
ず
つ
楯
と
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
砲
撃
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
手
負
い
の
者
は
多
い
。
私
は

谷
中
門
の
戦
闘
を
聞
き
、
午
前
十
時
頃
、
同
所
へ
向
か
っ
た
。

天
王
寺
前
に
至
る
と
私
の
指
揮
下
の
隊
長
小
川
・
花
俣
（
天

王
寺
詰
・
花
俣
鉄
吉
）
・
斎
藤
（
同
・
斎
藤
亀
吉
）
の
手
勢
百
余

人
と
付
属
の
兵
隊
を
も
っ
て
敵
を
大
い
に
破
り
、
放
火
し
た
。

敵
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
の
で
本
営
へ
引
き
返
そ
う
と

す
る
と
黒
門
口
の
激
戦
を
注
進
し
て
き
た
の
で
、
未
だ
朝
食

を
食
べ
る
暇
が
な
い
。
直
ぐ
に
駆
け
付
け
て
、
馬
を
山
門
の

内
に
乗
り
放
ち
、
山
王
台
に
向
け
て
ま
た
防
戦
を
一
時
行
っ

た
。 

 

正
午
を
過
ぎ
る
頃
、
黒
門
は
酒
井
（
頭
取
並
・
酒
井
宰
輔
）
、

山
上
は
近
藤
武
雄
（
頭
取
並
）
に
託
し
て
本
営
へ
帰
り
、
諸

門
へ
命
令
を
伝
え
た
。
間
も
な
く
黒
門
口
が
か
な
り
危
う
い
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と
知
ら
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
ま
た
山
王
台
へ
出
撃
し
た
。
途

中
清
水
堂
の
脇
で
旗
下
の
侍
、
小
川
斜
三
郎
そ
の
他
の
撤
兵

歩
兵
指
図
役
に
属
す
る
侍
四
十
余
人
の
新
手
に
遭
遇
し
た
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
純
忠
隊
に
付
属
す
る
者
で
あ
っ
た
。
私
は

こ
の
兵
に
対
し
て
「
黒
門
口
が
危
う
い
よ
う
だ
。
皆
、
山
王

台
で
力
戦
せ
よ
」
と
言
っ
た
。
皆
揃
っ
て
了
解
し
た
。
そ
れ

で
は
こ
ち
ら
へ
来
る
よ
う
に
伝
え
、
私
は
真
っ
先
に
駆
け
付

け
山
王
台
一
番
隊
の
四
斤
砲
の
際
ま
で
来
て
後
ろ
を
振
り

返
る
と
、
続
く
兵
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
我
が

徳
川
氏
の
軟
弱
が
極
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
歎
息
の

暇
も
な
く
苦
戦
の
奔
走
を
し
た
。
不
肖
私
と
い
え
ど
も
職
掌

を
恥
ず
か
し
め
ず
、
一
番
隊
の
副
長
林
半
蔵
に
下
知
し
て
盛

ん
に
大
砲
を
撃
ち
、
遊
撃
隊
伍
長
・
新
開
義
三
郎
、
海
崎
虎

五
郎
ほ
か
二
人
を
助
手
と
し
て
、
私
も
砲
車
台
の
移
動
を
手

伝
う
ほ
ど
の
激
戦
で
あ
っ
た
。
酒
井
は
今
朝
、
黒
門
へ
の
出

撃
の
ま
ま
、
今
に
至
っ
て
も
少
し
の
休
息
も
な
い
。
組
頭
以

上
の
者
で
酒
井
は
こ
の
日
第
一
等
の
奮
戦
で
あ
る
。
こ
の
時
、

甚
だ
討
ち
死
に
し
、
深
手
を
負
う
者
ら
は
算
を
乱
し
て
い
た
。

黒
門
の
番
小
屋
は
激
し
く
砲
撃
を
受
け
て
崩
壊
し
、
半
身
を

置
く
所
も
な
い
。
こ
の
上
、
一
時
の
防
戦
も
覚
束
な
く
思
わ
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れ
た
。
こ
こ
で
か
ね
て
誓
っ
て
い
た
八
番
隊
そ
の
他
の
撃
剣

の
兵
を
率
い
て
敵
陣
に
斬
り
入
ろ
う
と
す
る
も
、
兵
隊
は
右

往
左
往
し
て
い
る
の
で
、
近
藤
、
酒
井
と
示
し
合
せ
、
突
出

隊
を
引
き
纏
め
て
本
営
に
向
か
っ
た
。 

 

春
日
（
頭
並
・
春
日
左
衛
門
）
は
今
朝
よ
り
中
堂
・
山
門
に

の
み
奔
走
し
傍
観
し
て
い
る
に
等
し
い
。
こ
の
時
、
山
門
裏

で
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
こ
れ
を
責
め
る
暇
も
な
く
駆
け
抜
け

た
。
途
中
で
天
王
寺
よ
り
援
兵
を
乞
う
使
者
に
会
っ
た
。
谷

中
口
は
敵
兵
が
盛
り
返
し
、
戦
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
い
う
。
本
営
へ
帰
っ
て
み
る
と
、
花
俣
（
天
王
寺
詰
・

花
俣
鉄
吉
）
自
身
が
援
兵
を
乞
い
に
来
た
。
諸
方
の
戦
い
四
、

五
ヶ
所
の
様
子
を
み
る
と
、
黒
門
口
が
最
も
危
う
く
、
ま
た

谷
中
口
が
破
れ
る
と
本
営
の
防
御
が
甚
だ
薄
く
な
り
、
ほ
と

ほ
と
困
惑
し
た
。
突
出
隊
の
斬
り
込
み
の
連
中
も
そ
こ
こ
こ

に
散
っ
て
十
人
に
満
た
な
い
。
兵
隊
を
数
え
る
と
下
寺
に
三

百
人
が
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
今
朝
よ
り
は
は
か
ば
か
し
い

戦
い
を
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
つ
に
分
け
、

百
は
下
寺
の
守
り
に
、
百
は
谷
中
へ
の
援
兵
と
し
て
、
百
を

率
い
て
山
王
台
で
決
戦
す
れ
ば
暮
れ
ま
で
は
凌
ぐ
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
分
兵
の
た
め
に
下
寺
へ
行
こ
う
と
し
た
。
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今
朝
よ
り
数
時
間
の
奔
走
で
身
体
の
疲
労
の
た
め
に
馬
に

助
け
ら
れ
、
横
に
な
り
な
が
ら
本
坊
前
ま
で
駆
け
付
け
る
と
、

中
堂
脇
よ
り
我
が
兵
百
余
り
が
な
だ
れ
来
た
。「
ど
う
し
た

の
だ
？
」
と
問
う
と
黒
門
口
が
破
ら
れ
た
と
言
う
。
酒
井
は

討
ち
死
に
し
、
近
藤
は
腕
よ
り
脇
腹
を
撃
た
れ
て
新
井
（
頭

取
並
・
新
井
鐐
太
郎
）
の
肩
に
助
け
ら
れ
て
来
た
。
大
谷
内
龍

五
郎
（
兵
隊
組
頭
・
九
番
隊
）
は
両
腕
を
撃
ち
抜
か
れ
て
来
た
。

後
よ
り
は
敵
軍
が
津
波
の
よ
う
に
突
入
し
て
き
た
。
迫
る
こ

と
は
甚
だ
急
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
時
、
馬
の
鞍
坪
に
立
ち
、

大
声
を
上
げ
て
言
っ
た
。
「
こ
こ
の
宮
の
門
外
は
徳
川
家
先

祖
代
々
の
墓
所
は
も
ち
ろ
ん
、
警
固
す
る
所
の
宝
物
も
あ
る
。

こ
こ
を
去
っ
て
ど
の
国
で
生
き
よ
う
と
い
う
の
か
！
速
や

か
に
乱
戦
の
な
か
役
割
を
尽
し
て
死
を
潔
く
せ
よ
！
」
と
呼

ば
わ
っ
た
ら
、
大
久
保
紀
伊
守
な
る
者
が
東
照
宮
の
御
旗
を

持
っ
て
真
っ
先
に
進
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
人
は
五
十
歳
ば
か

り
で
元
大
監
察
を
務
め
て
い
た
者
で
あ
る
。 

 

私
は
馬
よ
り
降
り
元
込
七
発
銃
を
携
え
、
同
人
よ
り
少
し

後
れ
、
そ
の
次
に
新
井
鐐
太
郎
が
言
う
に
は
「
少
し
後
よ
り

続
く
兵
は
凡
そ
百
余
人
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
」
と
の
こ
と
。

も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で
中
堂
脇
に
て
決
戦
に
及
ぼ
う
と
す
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る
時
、
砲
弾
が
一
発
、
紀
伊
守
の
額
に
当
っ
た
。
小
銃
で
は

な
い
の
で
、
傷
口
九
㎝
ば
か
り
で
柘
榴
の
よ
う
に
見
え
た
。

陣
笠
を
落
と
し
て
御
旗
を
持
っ
た
ま
ま
仰
向
け
に
倒
れ
た
。

こ
れ
を
見
て
続
く
兵
百
余
人
は
散
乱
一
人
も
い
な
く
な
っ

た
。
た
だ
私
と
新
井
、
紀
伊
守
の
家
来
で
あ
ろ
う
か
三
人
が

僅
か
に
残
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
徳
川
氏
た
る
も
の
に
ま
た
愕

然
と
し
た
。
紀
伊
守
は
未
だ
息
が
あ
る
の
で
捨
て
て
お
く
の

は
忍
び
な
い
。
三
人
で
こ
れ
を
担
ぎ
、
本
坊
の
門
番
所
へ
入

っ
た
。
そ
の
う
ち
敵
は
門
外
へ
切
迫
し
た
が
守
兵
は
一
人
も

い
な
い
。
私
と
新
井
は
小
門
を
閉
じ
た
。
輪
王
寺
宮
公
現
法

親
王
が
気
が
か
り
だ
っ
た
の
で
、
玄
関
よ
り
奥
へ
行
っ
て
み

る
と
、
た
だ
今
退
か
れ
た
後
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

行
き
先
を
守
護
す
る
ほ
か
仕
方
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
を
追
っ

て
根
岸
へ
出
て
、
行
方
を
聞
く
と
三
河
島
へ
逃
げ
て
い
っ
た

と
い
う
。
同
所
へ
行
く
途
中
、
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
大
小

の
砲
声
が
未
だ
絶
え
て
い
な
い
。
我
が
残
兵
も
来
た
の
で
合

せ
て
本
坊
前
に
て
小
規
模
戦
闘
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
こ
れ

は
後
の
伝
聞
で
し
っ
た
。
早
朝
よ
り
数
ヶ
所
の
戦
争
が
あ
り

多
忙
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
私
が
見
聞
き
し
た
こ
と
の
み
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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三
河
島
に
至
り
、
落
ち
て
い
く
者
た
ち
の
中
に
、
竹
林
僧

正
が
い
た
。
互
い
に
悔
し
が
り
、
溜
息
を
つ
い
た
。
胸
が
塞

が
り
言
葉
が
少
な
い
。
僧
正
の
手
を
取
っ
て
誘
導
す
る
若
い

僧
が
い
た
。
怪
し
げ
な
麻
の
黒
衣
を
着
て
古
い
草
履
を
履
き
、

左
手
は
僧
正
に
引
か
れ
、
右
手
に
は
数
珠
を
持
っ
て
い
た
。

今
、
僧
正
と
私
が
一
言
言
葉
を
交
わ
す
の
を
聞
い
て
、「
ど

な
た
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
。
僧
正
は
「
こ
の
方
は
天
野
八

郎
で
す
」
と
答
え
た
。
こ
の
時
、
私
は
は
じ
め
て
こ
の
方
が

輪
王
寺
宮
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
思
わ
ず
落
涙
し
て
再
拝

し
た
。
僧
正
は
こ
れ
を
止
め
て
「
他
の
目
を
憚
る
の
で
」
と

い
っ
た
。
こ
れ
か
ら
察
し
て
密
か
に
行
き
先
を
聞
い
た
。
僧

正
は
「
会
（
会
津
の
意
）
」
と
答
え
た
。
お
供
を
願
う
と
お
忍

び
な
け
れ
ば
辿
り
つ
け
な
い
の
で
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
心
中
で
百
拝
し
て
別
れ
た
。
昔
あ
る
俳
人
に
聞
く
こ
と

が
あ
っ
た
。 

「
わ
ら
ん
じ
は
斯
う
め
す
も
の
と
涙
ぐ
み 

遠
く
き
こ
ゆ

る
鉄
砲
の
音
」。 

 

こ
れ
は
附
合
（
符
牒
？
）
の
よ
う
だ
。
今
目
の
前
に
あ
っ
て

独
り
で
少
し
涙
を
流
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
追
々
に
落
ち
延
び
て
く
る
敗
残
兵
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は
私
を
慕
う
も
の
が
い
る
。
心
な
ら
ず
も
百
人
ば
か
り
を
引

き
連
れ
て
、
道
灌
山
（
荒
川
区
西
日
暮
里
）
を
越
え
て
巣
鴨
を

横
切
っ
て
音
羽
の
護
国
寺
に
来
る
。
黄
昏
時
に
な
っ
た
。
寺

内
に
入
っ
て
暫
く
休
ま
せ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
食
料
も
願
う

と
快
諾
し
て
く
れ
た
の
で
、
境
内
の
小
川
で
今
朝
よ
り
の
泥

汚
れ
を
洗
い
、
客
殿
に
入
っ
て
休
憩
し
、
酒
を
飲
み
、
食
事

を
し
た
。
そ
の
上
で
今
後
ど
う
す
る
か
を
議
論
し
た
が
意
見

は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
。
私
は
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
東

京
府
（
一
八
六
八
年
七
月
十
七 

日(

新
暦
九
月
六
日)

に
「
江
戸
府
」
は

「
東
京
府
」
に
改
称
）
に
留
ま
る
こ
と
と
決
め
た
。
こ
れ
に
従

う
者
が
過
半
数
い
た
。
あ
る
い
は
甲
州
路
を
落
ち
て
行
く
者

も
い
た
。
私
は
こ
の
夜
午
前
〇
時
頃
、
護
国
寺
を
出
て
知
り

合
い
の
所
で
一
、
二
泊
し
た
。
そ
の
他
思
い
思
い
に
親
友
知

己
を
頼
っ
て
潜
伏
し
た
。 

 

よ
く
よ
く
こ
の
日
の
戦
い
を
考
え
る
と
、
我
が
兵
は
約
二

千
余
人
は
恭
順
を
守
っ
て
お
り
、
防
壁
を
造
っ
て
も
い
な
い
。

敵
は
二
十
一
藩
も
の
兵
隊
一
万
人
近
く
い
る
。
我
が
上
野
山

三
十
万
坪
の
広
さ
が
あ
り
、
守
る
門
は
八
つ
あ
り
、
更
に
天

王
寺
も
あ
る
。
三
日
間
防
戦
す
る
こ
と
は
絶
対
無
理
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
一
日
で
落
ち
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
。
我
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が
兵
討
ち
死
に
百
余
人
、
負
傷
は
未
詳
で
あ
る
。
敵
の
討
ち

死
に
六
百
余
人
、
負
傷
は
未
詳
で
あ
る
。
特
に
外
部
と
の
折

衝
を
委
任
し
た
の
は
、
吉
田
定
太
郎
（
頭
取
）
と
加
藤
帰
之

郎
（
頭
取
並
）
で
あ
る
。
こ
の
両
人
よ
り
外
で
約
束
し
て
お

い
た
兵
二
千
余
人
が
い
た
。
敵
が
上
野
山
を
襲
う
時
は
、
速

や
か
に
出
兵
し
て
そ
の
後
ろ
を
討
つ
と
い
う
約
束
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
、「
唇
破
れ
て
（
亡
び
て
）
歯
寒
き
を
知
ら
ば
」（
互

い
に
助
け
合
う
関
係
に
あ
る
者
の
一
方
が
滅
び
る
と
、
他
の
一
方
の
存
在

も
危
う
く
な
る
例
え
）
、
旗
本
八
万
で
も
傍
観
も
し
な
い
で
あ
ろ

う
と
ど
と
腰
抜
け
武
士
を
少
し
で
も
頼
り
に
し
た
こ
と
が

私
が
愚
か
で
あ
っ
た
。
戦
い
終
わ
る
ま
で
、
固
く
約
束
し
た

二
千
を
は
じ
め
、
援
護
の
兵
一
人
も
な
か
っ
た
。
尤
も
吉
田
、

加
藤
な
ど
外
部
と
の
折
衝
の
任
務
を
し
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と
を
私
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
多
忙
で

あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
委
任
し
て
大
事
を
誤
っ
た
こ
と
は
私

の
罪
で
あ
る
。
あ
あ
、
こ
の
日
は
い
か
な
る
日
だ
。
天
海
僧

正
が
忍
ヶ
岡
（
寛
永
寺
）
を
開
基
し
て
、
我
が
主
家
累
代
の

霊
廟
を
安
置
す
る
こ
と
二
百
余
年
。
山
門
、
中
堂
、
本
坊
の

善
美
を
尽
し
、
諸
堂
は
華
麗
、
金
銀
・
珠
玉
を
尽
し
て
い
る

が
、
一
時
の
兵
火
に
灰
燼
と
な
り
、
三
十
六
坊
の
数
百
の
僧
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侶
は
一
日
の
う
ち
に
住
む
所
の
な
い
乞
食
と
な
っ
た
。
様
々

な
こ
と
を
計
算
し
て
も
こ
の
結
果
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
。 

 

一
ヶ
月
ば
か
り
経
て
、
輪
王
寺
宮
は
か
ろ
う
じ
て
会
津
へ

入
ら
れ
た
と
の
こ
と
、
覚
王
院
も
御
側
に
お
ら
れ
る
と
の
報

告
を
受
け
て
、
少
し
安
心
で
き
た
。
我
が
敗
残
兵
は
処
々
に

潜
ん
で
お
り
、
頻
り
に
私
を
慕
っ
て
行
動
の
指
揮
を
仰
ぎ
に

来
た
。
か
ね
て
志
す
方
も
あ
る
の
で
、
専
ら
帷
幕
の
内
で
心

を
尽
く
し
て
い
た
。
昼
は
深
い
笠
を
被
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、

夜
も
大
き
な
足
音
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
現
れ
、
そ
こ
に
潜
ん
で
、
恐
れ
て
び
く
び
く
し
て
お
り
、

動
き
回
る
暇
も
な
く
五
十
余
日
を
過
ご
し
た
。
七
月
十
三
日

朝
、
本
所
の
石
原
文
次
郎
宅
に
お
い
て
、
官
軍
稲
田
（
徳
島

藩
洲
本
城
代
家
老
稲
田
家
）
の
兵
数
十
人
に
襲
わ
れ
、
自
害
す

る
暇
も
な
く
捕
ら
え
ら
れ
た
。
江
戸
城
下
の
糺
問
所
に
獄
に

繋
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

私
忠
告
（
天
野
八
郎
）
は
何
程
の
者
か
。
隊
全
体
か
ら
推

挙
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
先
に
は
渋
沢
成
一
郎
と
決
裂
し
て
、

彼
の
奸
計
の
た
め
に
し
ば
し
ば
暗
殺
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
夜

は
小
さ
な
銃
や
短
剣
を
懐
に
入
れ
て
寝
た
の
で
一
日
も
安

眠
で
き
な
か
っ
た
。
幸
い
に
正
邪
は
直
ぐ
に
判
然
と
し
た
の
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で
、
成
一
郎
は
罷
免
さ
れ
、
私
は
日
を
追
う
ご
と
に
重
任
を

命
じ
ら
れ
る
に
従
っ
て
、
万
事
が
私
の
身
一
つ
に
覆
い
被
さ

り
、
全
権
の
苦
労
は
尋
常
で
は
な
い
。
主
家
の
屋
敷
に
参
上

す
る
と
ず
る
賢
い
役
人
が
益
々
威
勢
を
張
っ
て
お
り
、
上
州

（
現
群
馬
県
）・
武
州
（
現
埼
玉
県
と
東
京
都
の
一
部
）
に
あ

る
尾
崎
狐
（
妖
狐
。
尾
裂
狐
と
も
）
の
そ
の
家
の
興
廃
と
共
に

協
力
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
大
い
に
憤
慨
し
て
上
野
山
に
帰

れ
ば
軽
輩
の
者
に
考
え
無
し
の
過
激
な
者
が
い
る
。
説
得
し

て
も
考
え
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
奴
婢
や
鶏
犬

の
よ
う
な
務
め
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
私
の
未
熟
さ

ゆ
え
で
あ
る
。
酒
も
そ
の
味
を
感
じ
ら
れ
な
い
。 

 

上
野
戦
争
の
惨
敗
に
よ
り
山
野
に
逃
れ
、
村
里
に
隠
れ
、

自
分
の
保
身
を
考
え
る
者
が
多
い
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
と
同

じ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
捕
縛
さ
れ
る
に
至
っ
て
終
わ
り
で

あ
る
。
私
は
昔
か
ら
槍
印
、
そ
の
他
の
物
の
印
に
香
車
（
※

イ
ラ
ス
ト
）
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
一
歩
も
横
へ
行
っ
た
り
、

後
ろ
へ
引
く
道
は
無
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
証
で
あ
る
。
上

野
山
で
一
敗
し
た
と
は
い
え
、
職
を
賭
し
て
他
に
は
決
し
て

負
け
な
い
。 

 

東
京
に
潜
伏
し
て
今
日
に
至
る
。
決
し
て
「
香
車
」
に
恥
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じ
ず
、
天
地
も
恐
れ
な
い
。
大
岩
を
も
動
か
し
て
み
せ
る
。

私
の
真
心
は
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
断
然
、
今
も
な
お

以
前
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
処
刑
さ
れ
る
日
は
歴
代
将

軍
の
霊
前
に
私
の
真
心
を
主
張
す
る
こ
と
だ
け
が
楽
し
み

だ
。
他
に
何
が
あ
ろ
う
か
。
私
と
同
じ
獄
に
は
数
十
人
の
囚

人
が
い
た
。
私
の
場
所
は
約
二
七
三
㎝
四
方
あ
り
、
四
畳
半

の
畳
が
敷
い
て
あ
る
。
こ
の
内
に
八
、
九
人
が
い
た
。
仙
台
、

関
宿
（
現
千
葉
県
野
田
市
）
、
高
田
（
現
新
潟
県
上
越
市
）
、
桑

名
（
現
三
重
県
桑
名
市
）
、
浜
田
（
現
鳥
取
県
浜
田
市
）
等
の
藩

士
で
あ
る
。
隣
の
獄
に
は
会
津
、
そ
の
他
の
諸
藩
が
多
い
。

旗
下
の
侍
も
混
じ
っ
て
い
る
。
我
が
隊
の
天
王
寺
詰
の
小
川

椙
太
、
七
番
隊
の
石
川
善
一
郎
の
両
人
と
も
先
達
て
捕
ら
わ

れ
て
隣
の
獄
に
い
る
。
こ
れ
は
剣
術
を
最
も
得
意
と
す
る
。

私
の
最
も
頼
り
に
な
る
部
下
の
二
人
で
あ
る
。
文
次
郎
も
私

を
匿
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ
く
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
実

に
憐
れ
む
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 
 

月
に
雲
が
浮
か
ぶ
。
雲
の
切
れ
間
か
ら
光
を
武
蔵
野
の
原
に

差
し
て
い
る
あ
の
雲
は
何
れ
の
も
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
宿
藩 

本
多
又
助 
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美
人
が
天
の
一
方
を
遥
か
に
望
ん
で
い
る
。
武
蔵
原
の
秋

色
は
一
転
し
て
荒
凉
と
な
っ
た
。
入
江
の
側
の
風
が
急
に
な

り
浮
雲
が
騒
い
で
い
る
。
嘆
き
悲
し
む
月
光
を
見
る
理
由
は

無
い
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
藩 

水
科
丙
午
郎 

 
 
 

北
の
会
津
等
の
東
北
諸
藩
だ
け
が
官
軍
に
抵
抗
し
て
い
る

と
い
う
が
、
先
行
き
は
暗
い
。 

 
 

忠
告 

 

右
は
同
獄
の
水
科
、
本
多
と
七
月
の
下
旬
、
い
さ
さ
か
述
懐

を
口
ず
さ
ん
だ
も
の
を
こ
こ
に
記
す
。 

 
 慶

応
四
年
戊
辰
（
一
八
六
八
年
）
秋
八
月
十
七
日 

江
戸
城

獄
中
に
て
こ
れ
を
記
す
。 

天
野
八
郎
忠
告 

満
三
十
八
歳 

 

（
文
責 

高
岡
市
立
博
物
館 

仁
ヶ
竹
） 


